
令和6年度2月補正予算を議決（3月5日）
国の経済対策補正による重点支援地方交付金を活用した取組をはじめ、年間を通じた事業実績の確定や見込み等を踏まえた精算補正
予算（△280億円）のほか、県政改革推進の取組（県立大学授業料等無償化基金（仮称）の創設、県債管理基金の積み戻し、企業庁
進度調整地を県有環境林として取得）を実現するための補正予算（694億円）を議決しました。

令和7年度当初予算を議決（3月24日）
創造的復興の経験と教訓を生かし、どこよりも安全安心
で、夢や活力にあふれ、新たな躍動が広がる兵庫の実現を
めざすための予算（総額4兆5,150億円）を議決しました。

ひょうご県議会だより 2025（令和7）年 春号 No.1451
あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ
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県議会
だより

議会広報PRキャラクター

「兵議博士」
ひょう ぎ はか せ

誰もが輝く未来につなぐ！
議場コンサートの開催

ひょうご

※その他の概要は
　４面に記載

 新たな躍動が広がる兵庫
 次のステージへ

～令和7年度予算編成の重点～

● 誰も取り残さない安全安心な兵庫
● 若者が輝く兵庫
● 活力がわきあがる兵庫
● 県政運営基盤の構築

● 条例、予算及びその他議決案件（計118件）
＜議員提出議案＞
◆ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例　他

＜知事提出議案＞
◆ 令和7年度兵庫県一般会計予算
◆ 令和6年度兵庫県一般会計補正予算
◆ 県立大学授業料等無償化基金条例
◆ 兵庫県県政改革方針の変更　他

●意見書（計9件）
◆ 過労死等防止対策推進法の見直しを求める意見書
◆ 再生資源物の屋外保管に係る法整備を求める意見書
◆ 学校へのスクールカウンセラー等の配置拡充を求める意見書

◆ 災害ボランティア活動に係る支援制度の充実を求める意見書
◆ 「授産品」の用語を使用しないことを求める意見書
◆ 若者の政治参加を促進する方策の更なる検討を求める意見書
◆ 警察学校における老朽化した施設の整備や空調設備設置の加速化を
求める意見書

◆ 阪神・淡路大震災30年の取組を踏まえた大規模災害対策の更なる充
実を求める意見書

◆ 旧姓の通称使用の法制化・選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求
める意見書

● 請願（計2件）
◆ 旧姓の通称使用の法制化を求める意見書提出の件
◆ 過労死等防止対策推進法の見直しを求める意見書提出の件

兵庫県議会では、若い世代に県議会を身近に感じてもらうため、兵
庫県議会HP内に「ひょうご県議会だより高校生WEB版」を開設し
ています。
公募による高校生が独自の視点と着想で県議会や議員を取材し、オ
リジナリティあふれるコンテンツを発信中！
あなたも日頃感じている何気ない疑問を議員にぶつけて、あなたら
しいコンテンツを制作してみませんか？

今回の議会で定められたこと

県議会ニュース

総額４兆5,150億円
（対前年比105％）

令和７年度 当初予算 一般会計 ２兆3,582億円
特別会計 １兆7,953億円
公営企業会計 3,615億円

「ひょうご県議会だより高校生WEB版」
高校生記者募集！

募集の詳細
はこちらから

ひょうご県議会だより
高校生WEB版
はこちらから

２月定例県議会の概要 2月18日～3月26日第370回

2月定例県議会 ２月18日～３月26日

２月18日

第370回

常任委員会と県民との意見交換会
県議会では、地域において様々な活動を展開している県民の方々と
意見交換を行うことにより、常任委員会の審議や調査研究活動に反
映していくため、「常任委員会と県民との意見交換会」を実施して
います。

第370回2月定例県議会の開会に先立ち、兵庫芸術文化センター管弦
楽団による「議場コンサート」が開催されました。（1面写真参照）
レジデント・コンダクターの岩村　力さん指揮の下、モーツァルト
作曲「ディヴェルティメント 二長調 K.136 第1楽章」をはじめ4曲
が演奏され、最後は傍聴者の皆さんと「ふるさと」を斉唱し、素敵
なひとときを過ごしました。

歳入
（一般会計）
23,582億円

県税等
9,982

地方
交付税等
3,548

国庫支出金
1,830

県債
1,305

中小企業制度資金
貸付金償還金
5,036

その他
1,881

歳出
（一般会計）
23,582億円

人件費
4,630

社会保障
関係経費
3,908

中小企業制度
資金貸付金
5,036

その他
行政経費
2,122

投資的経費
1,983

公債費
2,777

その他
3,126

※詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。兵庫県 令和7年度当初予算 検索

議場コンサートの開催

総務
常任委員会

＜令和6年度実施状況＞
とき・場所委員会 参加者 内容

市役所と連携した防
災士活動の取組

かわにし防災士の会
役員等

健康福祉
常任委員会

認知症の人の社会参
画推進活動等

特定非営利活動法人
播磨オレンジパート
ナー職員、関係者等

産業労働
常任委員会

県内企業における戦
略的な投資

株式会社KAJIWARA
役員等

農政環境
常任委員会

地域特性を生かした
持続可能な水産業の
振興

赤穂市漁業協同組合
若手漁業者等

建設
常任委員会

土木インフラ整備・
維持管理等における
DXの推進

兵庫県建設業協会
淡路支部役員等

文教
常任委員会

スーパーサイエンス
ハイスクール（SSH）
指定校としての取組等

県立豊岡高等学校
生徒

警察
常任委員会

兵庫県警察防災学生
ボランティアの活動
実績

兵庫県警察防災学生
ボランティア等

1月22日
（川西市）

1月30日
（たつの市）

2月6日
（姫路市）

1月24日
（赤穂市）

1月30日
（洲本市）

1月23日
（豊岡市）

1月29日
（神戸市）

（億円） （億円）

305293_kgd_o 305293_kgd_o



一般質問は、質問日毎
に下のQRコードから
視聴できます。
2月26日 2月27日

2月28日 3月3日
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令
和
7
年
度
当
初
予
算
案
の

評
価
と
財
政
運
営

財
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、
2
期
目
の
齋

藤
県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
初
め
て
の
当
初
予

算
編
成
と
な
る
が
、
令
和
7
年
度
予
算
案
に
対
す

る
評
価
と
今
後
の
財
政
運
営
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

令
和
7
年
度
予
算
案
は
、
ど
こ
よ
り
も
安

全
安
心
で
、
夢
や
活
力
に
あ
ふ
れ
、
新
た
な
躍
動

が
広
が
る
兵
庫
の
実
現
に
向
け
編
成
し
た
。
一
人

ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
安
全
安
心
な
兵
庫
づ
く
り

や
若
者
・
Z
世
代
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
政
改
革
の
推
進
と
あ

わ
せ
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
も
っ
て
財
政
運
営
に

あ
た
り
つ
つ
、
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
。

A Q

代 表 質 問（ 2 月 2 5 日 ）

一 般 質 問（２月 2 6 日 ～2 8 日・3 月 3 日 ）

自
由
民
主
党

北
野 

実

き
た 

の
み
の
る

姫
路
市

S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷

対
策
に
つ
い
て

S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
対
策
と
し
て
県
で

は
条
例
化
を
検
討
中
だ
が
、
表
現
の
自
由

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
難
し
い
作
業
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

有
識
者
会
議
で
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
効

果
的
な
啓
発
や
、
表
現
の
自
由
に
も
配
慮
し
つ
つ

実
効
性
の
あ
る
被
害
者
支
援
に
つ
な
が
る
条
例
の

制
定
を
め
ざ
す
。
県
、
そ
し
て
県
知
事
と
し
て
は
、

S
N
S
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
は
や
は
り
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
自
身
も
し
っ
か
り

先
頭
に
立
っ
て
、
県
民
や
S
N
S
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
に
発
信
を
し
て
い
く
。

A Q

維
新
の
会

門 

隆
志

か
ど
　
た
か 

し

宝
塚
市

高
齢
者
の
た
め
の

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

自
動
録
音
装
置
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
普
及

促
進
に
向
け
、
高
齢
者
に
事
業
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
安
心
し
て
設
置
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な

げ
る
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

今
回
、
現
在
使
用
し
て
い
る
電
話
機
に
繋

ぐ
だ
け
で
利
用
で
き
る
外
付
け
の
自
動
録
音
装
置

を
無
償
配
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
配
付
に
際
し
て

は
、
被
害
リ
ス
ク
の
高
い
世
帯
に
確
実
に
行
き
届

く
よ
う
、
警
察
の
戸
別
訪
問
や
自
治
会
等
を
通
じ

た
案
内
な
ど
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
進
め
る
と
と
も
に
、

設
置
サ
ポ
ー
ト
を
関
係
団
体
に
要
請
し
て
い
き
た

い
。 A Q

公
明
党

越
田 

浩
矢

こ
し 

だ

ひ
ろ 

や

神
戸
市
長
田
区

個
人
情
報
の
漏
洩
に
関
す
る

第
三
者
調
査
委
員
会
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
漏
洩
に
関
し
て
、
知
事
は
人

事
課
と
法
務
文
書
課
所
管
で
2
つ
の
第
三

者
調
査
委
員
会
を
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
設

置
根
拠
と
予
算
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
副
知
事
】

人
事
課
及
び
法
務
文
書
課
所
管
の
2
つ
の

第
三
者
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
県
が
各
委
員

と
の
間
で
個
別
に
調
査
委
託
契
約
を
締
結
し
、
調

査
を
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
3
月
末
を
目
途
に

調
査
を
終
え
る
べ
く
作
業
を
進
め
て
お
り
、
費
用

に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、
既
定
経

費
を
用
い
て
対
応
し
て
き
た
が
、
2
月
補
正
予
算

に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

A Q

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

上
野 

英
一

う
え 

の

ひ
で
か
ず

神
崎
郡

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

橋
本 

成
年

は
し
も
と
な
る
と
し

宝
塚
市

今
回
の
阪
神
・
オ
リ
ッ
ク
ス
優
勝
パ
レ
ー

ド
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

【
答
弁
者
：
県
民
生
活
部
長
】

大
き
な
事
故
な
く
パ
レ
ー
ド
を
開
催
で
き

た
こ
と
は
、
一
定
の
成
果
と
考
え
る
。
公
金
支
出

が
な
い
た
め
事
業
評
価
は
し
て
い
な
い
が
、
職
員

の
負
担
等
、
事
務
局
運
営
の
課
題
や
経
験
は
、
今

後
に
生
か
し
た
い
。

QA

維
新
の
会

さ
か
た 

た
か
の
り

姫
路
市

こ
れ
ま
で
の
不
妊
治
療
支
援
の
実
績
、
条

例
制
定
の
進
捗
、
今
後
の
展
開
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

今
年
度
創
設
の
先
進
医
療
費
と
通
院
交
通

費
に
対
す
る
助
成
は
、
来
年
度
は
対
象
医
療
機
関

を
近
隣
府
県
ま
で
拡
充
す
る
。
全
国
に
先
駆
け
て

制
定
す
る
条
例
は
6
月
定
例
会
に
上
程
し
、
重
層

的
に
施
策
を
進
め
る
。

QA

自
由
民
主
党

水
田 

裕
一
郎

み
ず 

た

ゆ
う
い
ち
ろ
う

姫
路
市

県
立
大
学
無
償
化
よ
り
む
し
ろ
、
県
立
学

校
に
か
か
る
予
算
を
確
保
す
べ
き
。

【
答
弁
者
：
知
事
、
理
事
】

県
立
学
校
へ
の
投
資
は
不
可
欠
で
十
分
な

予
算
措
置
が
必
要
。
県
大
無
償
化
が
他
の
事
業
費

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
基
金
設
置
を
提
案
中
だ
が
、

県
立
学
校
を
対
象
に
含
め
る
考
え
も
今
後
の
議
論

と
し
て
あ
り
得
る
。

QA

自
由
民
主
党

伊
藤 

栄
介

い 

と
う
え
い
す
け

神
戸
市
中
央
区

地
域
創
生
に
向
け
て
、
県
・
市
町
の
連
携

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

幅
広
い
分
野
で
事
業
連
携
を
着
実
に
進
め

つ
つ
、
県
・
市
町
懇
話
会
や
地
域
づ
く
り
懇
話
会

な
ど
の
場
を
通
じ
て
、
首
長
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交

換
も
継
続
的
に
行
い
、
新
た
な
連
携
の
取
組
へ
と

つ
な
い
で
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

松
井 

重
樹

ま
つ 

い

し
げ 

き

た
つ
の
市
及
び
揖
保
郡

人
が
人
と
し
て
生
き
る
「
こ
こ
ろ
」＝「
道

義
」
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

【
答
弁
者
：
総
務
部
長
】

法
律
は
、
社
会
に
お
け
る
一
定
の
秩
序
・

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
だ
が
、
社
会
は
法
律
だ
け

で
は
な
く
社
会
的
規
範
で
も
成
り
立
っ
て
お
り
、

道
徳
、
倫
理
な
ど
社
会
的
規
範
に
沿
っ
た
県
政
推

進
は
重
要
で
あ
る
。

QA

公
明
党

里
見 

孝
枝

さ
と 

み

た
か 

え

伊
丹
市

賃
上
げ
実
現
に
向
け
た
県
内
製
造
事
業
者

等
の
適
正
な
価
格
転
嫁
へ
の
支
援
を
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

新
た
に
推
進
員
を
配
置
し
実
態
把
握
や
課

題
分
析
を
進
め
、
専
門
家
が
伴
走
支
援
を
行
う
相

談
体
制
を
拡
充
す
る
。
価
格
転
嫁
の
重
要
性
や
交

渉
に
向
け
た
コ
ス
ト
計
算
・
価
格
設
定
へ
の
企
業

支
援
を
強
化
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

松
本 

裕
一

ま
つ
も
と
ゆ
う
い
ち

加
古
川
市

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
施
策
全
体
を
今
後
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
者
：
産
業
労
働
部
長
】

伸
び
し
ろ
が
大
き
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

県
が
認
定
し
集
中
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
も
の
づ

く
り
分
野
で
活
躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出

を
図
る
な
ど
、
特
色
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

施
策
を
展
開
す
る
。

QA

維
新
の
会

な
か
い 

隆
晃

た
か
あ
き

神
戸
市
長
田
区

県
立
総
合
衛
生
学
院
と
兵
庫
県
立
大
学
、

兵
庫
教
育
大
学
の
三
者
連
携
の
進
め
方
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

三
者
の
連
携
と
し
て
は
、
各
学
校
の
専
門

性
を
活
か
し
た
教
員
の
相
互
活
用
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
兵
庫
教
育
大
学
か

ら
は
、 

I
T
化
技
術
支
援
の
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

QA

自
由
民
主
党

内
藤 

兵
衛

な
い
と
う
ひ
ょ
う
え

西
脇
市
及
び
多
可
郡

兵
庫
県
に
お
い
て
大
学
授
業
料
無
償
化
に

取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

兵
庫
の
若
者
が
、
安
心
し
て
希
望
す
る
教

育
を
受
け
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
先
駆
的
に

実
施
す
る
も
の
。
日
本
の
子
供
た
ち
が
夢
を
持
ち
、

安
心
し
て
将
来
を
描
け
る
道
筋
を
兵
庫
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

QA

維
新
の
会

長
崎 

寛
親 

な
が
さ
き
ひ
ろ
ち
か

神
戸
市
兵
庫
区

維
新
の
会

青
山 

暁 

あ
お
や
ま 

さ
と
る

芦
屋
市

白
バ
イ
乗
務
員
の
技
術
を
活
か
し
た
県
下

の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
答
弁
者
：
警
察
本
部
長
】

白
バ
イ
の
高
い
機
動
力
を
生
か
し
た
速
度

取
締
り
や
暴
走
族
関
連
違
反
の
取
締
り
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、

白
バ
イ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
啓
発
も
行
っ

て
い
る
。

QA
終
活
最
先
端
県
を
目
指
し
て
「
人
生
会
議

（
A
C
P
）」
の
推
進
に
向
け
た
取
組
は
。

【
答
弁
者
：
保
健
医
療
部
長
】

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研
修
会
開
催
、「
在
宅
看

取
り
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
全
県
展
開
を
支
援
。

自
分
ら
し
い
最
後
を
迎
え
る
た
め
「
人
生
会
議
」

の
一
層
の
普
及
に
向
け
、
市
町
や
医
師
会
等
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

QA

公
明
党

島
山 

清
史

し
ま
や
ま
き
よ
ふ
み

神
戸
市
須
磨
区

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
経
済
的
支
援
の
新

制
度
に
神
戸
市
も
対
象
と
す
べ
き
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

神
戸
市
へ
は
義
務
教
育
に
係
る
全
て
の
権

限
が
移
譲
さ
れ
て
い
る
。
市
の
権
限
で
地
域
の
特

色
や
課
題
に
応
じ
た
教
育
施
策
が
展
開
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
お
り
、
市
に
お
い
て
事
業
化
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

長
瀬 

た
け
し

な
が 

せ

神
戸
市
東
灘
区

花
粉
症
対
策
の
観
点
か
ら
都
市
部
住
民
の

森
林
管
理
へ
の
理
解
を
求
め
る
べ
き
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
を
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
都
市
部
住
民

に
も
身
近
な
森
林
機
能
に
着
目
し
、
当
事
者
意
識

の
醸
成
を
図
る
。
神
戸
市
か
ら
の
要
望
等
も
踏
ま

え
対
応
し
て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

大
豊 

康
臣

お
お
と
よ
や
す
た
か

加
西
市

ひ
ょ
う
ご
T
E
C
H
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
市
町
等
へ
の
横
展
開
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

県
内
で
の
横
展
開
は
も
と
よ
り
、
全
国
の

自
治
体
や
民
間
事
業
者
に
も
拡
げ
る
た
め
、
県
外

展
示
会
で
の
P
R
や
民
間
事
業
者
へ
の
ピ
ッ
チ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、
広
く
公
共
や
民
間
で

の
活
用
を
後
押
し
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

長
岡 

壯
壽

な
が
お
か
そ
う
じ
ゅ

赤
穂
市
、赤
穂
郡
及
び
佐
用
郡

光
都
強
度
行
動
障
害
対
応
モ
デ
ル
地
区
の

現
状
と
今
後
の
進
捗
見
込
み
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

西
播
磨
地
域
に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
へ

の
支
援
体
制
構
築
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
専
門
家

等
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
地
元
市
町
や
当
事

者
団
体
等
と
の
合
意
形
成
も
し
っ
か
り
得
な
が
ら

着
実
に
進
め
て
い
く
。

QA

日
本
共
産
党

庄
本 

え
つ
こ

し
ょ
う
も
と

尼
崎
市

告
発
文
書
の
初
動
対
応
を
誤
り
と
認
め
、

会
見
の
発
言
と
処
分
の
撤
回
を
求
め
る
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

文
書
は
事
実
と
異
な
り
、
個
人
・
企
業
名

も
多
数
含
ま
れ
、
多
方
面
に
著
し
い
不
利
益
を
及

ぼ
す
と
認
識
し
た
。
会
見
で
の
強
い
表
現
は
反
省

し
て
い
る
が
、
初
動
か
ら
懲
戒
処
分
に
至
る
一
連

の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
。

QA

自
由
民
主
党

前
井 

ま
き

ま
え 

い

宍
粟
市

新
た
な
森
林
管
理
に
向
け
た
兵
庫
県
森
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
役
割
と
は
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

同
セ
ン
タ
ー
は
県
と
農
林
機
構
の
協
力
体

制
の
も
と
、
分
収
林
地
を
含
む
県
内
森
林
の
新
た

な
管
理
ス
キ
ー
ム
の
中
核
を
担
う
。
市
町
や
森
林

所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
森
林
経
営
管
理
や
森

林
整
備
等
を
進
め
る
想
定
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

中
田 

英
一

な
か 

た

え
い
い
ち

三
田
市

選
挙
や
政
治
活
動
に
関
連
す
る
虚
偽
情
報

に
つ
い
て
の
現
状
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
警
察
本
部
長
】

デ
マ
や
誹
謗
中
傷
に
つ
い
て
は
、
社
会
全

体
で
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
県
警
察
と
し
て
も
、
県
議
会
や

県
民
か
ら
の
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
。

QA

維
新
の
会

脇
田 

の
り
か
ず

わ
き 

た
西
宮
市

教
員
の
不
祥
事
は
非
常
に
問
題
で
あ
る
。

根
絶
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
独
自
の
研
修

資
料
の
も
と
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
新

た
に
全
県
の
臨
時
講
師
約
4
0
0
0
人
を
対
象
と

し
た
研
修
を
県
下
8
会
場
で
実
施
し
た
。
今
後
も

非
違
行
為
の
根
絶
に
向
け
取
り
組
む
。

QA

公
明
党

松
尾 

智
美

ま
つ 

お

と
も 

み

姫
路
市

家
庭
廃
食
油
の
S
A
F
へ
の
活
用
に
向
け

た
資
源
循
環
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
環
境
部
長
】

来
年
度
、
ま
ず
は
空
港
周
辺
自
治
体
、
小

売
店
等
と
連
携
し
廃
食
油
の
店
頭
回
収
実
証
実
験

を
行
い
回
収
方
法
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
実
情

に
応
じ
た
廃
食
油
の
回
収
シ
ス
テ
ム
へ
向
け
市
町

へ
支
援
を
行
う
。

QA
昨年3月22日に設置以来、13回にわたり県政改革
に関する調査・検討を行い、その結果を取りまとめた
報告書を委員長から議長へ提出しました。

2月4日県政改革調査特別委員会調査報告書の提出

昨年6月13日に設置以来、18回にわたり元県民局
長作成の文書の真偽と公益通報者保護に関する調査を
行い、その結果を取りまとめた報告書を委員長から議
長に提出するとともに、議会での了承を得ました。

3月4日文書問題調査特別委員会調査報告書の提出

●松尾智美 議員
【SAF】持続可能な航空燃料
●青山暁 議員
【人生会議（ACP）】もしものときのために、自らが望む医療やケ
アについて前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取組
【在宅看取り医療連携システム】地域の医療関係者等が患者の
ACP等に関する情報を共有できるシステム
●大豊康臣 議員
【ひょうごTECHイノベーション】県内にある様々な課題を官・民
が手を取り合って解決を目指す
【ピッチイベント】主にベンチャー企業が自社の魅力や将来性に
ついて投資家に売り込み、資金を獲得することを目的とする催し
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一般質問は、質問日毎
に下のQRコードから
視聴できます。
2月26日 2月27日

2月28日 3月3日
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令
和
7
年
度
当
初
予
算
案
の

評
価
と
財
政
運
営

財
政
課
題
が
山
積
す
る
中
、
2
期
目
の
齋

藤
県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
初
め
て
の
当
初
予

算
編
成
と
な
る
が
、
令
和
7
年
度
予
算
案
に
対
す

る
評
価
と
今
後
の
財
政
運
営
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

令
和
7
年
度
予
算
案
は
、
ど
こ
よ
り
も
安

全
安
心
で
、
夢
や
活
力
に
あ
ふ
れ
、
新
た
な
躍
動

が
広
が
る
兵
庫
の
実
現
に
向
け
編
成
し
た
。
一
人

ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
安
全
安
心
な
兵
庫
づ
く
り

や
若
者
・
Z
世
代
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
政
改
革
の
推
進
と
あ

わ
せ
、
引
き
続
き
緊
張
感
を
も
っ
て
財
政
運
営
に

あ
た
り
つ
つ
、
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
。

A Q

代 表 質 問（ 2 月 2 5 日 ）

一 般 質 問（２月 2 6 日 ～2 8 日・3 月 3 日 ）

自
由
民
主
党

北
野 

実

き
た 

の
み
の
る

姫
路
市

S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷

対
策
に
つ
い
て

S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
対
策
と
し
て
県
で

は
条
例
化
を
検
討
中
だ
が
、
表
現
の
自
由

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
難
し
い
作
業
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

有
識
者
会
議
で
議
論
を
重
ね
て
お
り
、
効

果
的
な
啓
発
や
、
表
現
の
自
由
に
も
配
慮
し
つ
つ

実
効
性
の
あ
る
被
害
者
支
援
に
つ
な
が
る
条
例
の

制
定
を
め
ざ
す
。
県
、
そ
し
て
県
知
事
と
し
て
は
、

S
N
S
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
は
や
は
り
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
自
身
も
し
っ
か
り

先
頭
に
立
っ
て
、
県
民
や
S
N
S
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
に
発
信
を
し
て
い
く
。

A Q

維
新
の
会

門 

隆
志

か
ど
　
た
か 

し

宝
塚
市

高
齢
者
の
た
め
の

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

自
動
録
音
装
置
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
普
及

促
進
に
向
け
、
高
齢
者
に
事
業
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
安
心
し
て
設
置
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な

げ
る
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

今
回
、
現
在
使
用
し
て
い
る
電
話
機
に
繋

ぐ
だ
け
で
利
用
で
き
る
外
付
け
の
自
動
録
音
装
置

を
無
償
配
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
配
付
に
際
し
て

は
、
被
害
リ
ス
ク
の
高
い
世
帯
に
確
実
に
行
き
届

く
よ
う
、
警
察
の
戸
別
訪
問
や
自
治
会
等
を
通
じ

た
案
内
な
ど
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
進
め
る
と
と
も
に
、

設
置
サ
ポ
ー
ト
を
関
係
団
体
に
要
請
し
て
い
き
た

い
。 A Q

公
明
党

越
田 

浩
矢

こ
し 

だ

ひ
ろ 

や

神
戸
市
長
田
区

個
人
情
報
の
漏
洩
に
関
す
る

第
三
者
調
査
委
員
会
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
漏
洩
に
関
し
て
、
知
事
は
人

事
課
と
法
務
文
書
課
所
管
で
2
つ
の
第
三

者
調
査
委
員
会
を
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
設

置
根
拠
と
予
算
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
副
知
事
】

人
事
課
及
び
法
務
文
書
課
所
管
の
2
つ
の

第
三
者
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
県
が
各
委
員

と
の
間
で
個
別
に
調
査
委
託
契
約
を
締
結
し
、
調

査
を
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
3
月
末
を
目
途
に

調
査
を
終
え
る
べ
く
作
業
を
進
め
て
お
り
、
費
用

に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
対
応
す
る
た
め
、
既
定
経

費
を
用
い
て
対
応
し
て
き
た
が
、
2
月
補
正
予
算

に
お
い
て
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

A Q

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

上
野 

英
一

う
え 

の

ひ
で
か
ず

神
崎
郡

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

橋
本 

成
年

は
し
も
と
な
る
と
し

宝
塚
市

今
回
の
阪
神
・
オ
リ
ッ
ク
ス
優
勝
パ
レ
ー

ド
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
か
。

【
答
弁
者
：
県
民
生
活
部
長
】

大
き
な
事
故
な
く
パ
レ
ー
ド
を
開
催
で
き

た
こ
と
は
、
一
定
の
成
果
と
考
え
る
。
公
金
支
出

が
な
い
た
め
事
業
評
価
は
し
て
い
な
い
が
、
職
員

の
負
担
等
、
事
務
局
運
営
の
課
題
や
経
験
は
、
今

後
に
生
か
し
た
い
。

QA

維
新
の
会

さ
か
た 

た
か
の
り

姫
路
市

こ
れ
ま
で
の
不
妊
治
療
支
援
の
実
績
、
条

例
制
定
の
進
捗
、
今
後
の
展
開
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

今
年
度
創
設
の
先
進
医
療
費
と
通
院
交
通

費
に
対
す
る
助
成
は
、
来
年
度
は
対
象
医
療
機
関

を
近
隣
府
県
ま
で
拡
充
す
る
。
全
国
に
先
駆
け
て

制
定
す
る
条
例
は
6
月
定
例
会
に
上
程
し
、
重
層

的
に
施
策
を
進
め
る
。

QA

自
由
民
主
党

水
田 

裕
一
郎

み
ず 

た

ゆ
う
い
ち
ろ
う

姫
路
市

県
立
大
学
無
償
化
よ
り
む
し
ろ
、
県
立
学

校
に
か
か
る
予
算
を
確
保
す
べ
き
。

【
答
弁
者
：
知
事
、
理
事
】

県
立
学
校
へ
の
投
資
は
不
可
欠
で
十
分
な

予
算
措
置
が
必
要
。
県
大
無
償
化
が
他
の
事
業
費

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
基
金
設
置
を
提
案
中
だ
が
、

県
立
学
校
を
対
象
に
含
め
る
考
え
も
今
後
の
議
論

と
し
て
あ
り
得
る
。

QA

自
由
民
主
党

伊
藤 

栄
介

い 

と
う
え
い
す
け

神
戸
市
中
央
区

地
域
創
生
に
向
け
て
、
県
・
市
町
の
連
携

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

幅
広
い
分
野
で
事
業
連
携
を
着
実
に
進
め

つ
つ
、
県
・
市
町
懇
話
会
や
地
域
づ
く
り
懇
話
会

な
ど
の
場
を
通
じ
て
、
首
長
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交

換
も
継
続
的
に
行
い
、
新
た
な
連
携
の
取
組
へ
と

つ
な
い
で
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

松
井 

重
樹

ま
つ 

い

し
げ 

き

た
つ
の
市
及
び
揖
保
郡

人
が
人
と
し
て
生
き
る
「
こ
こ
ろ
」＝「
道

義
」
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

【
答
弁
者
：
総
務
部
長
】

法
律
は
、
社
会
に
お
け
る
一
定
の
秩
序
・

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
だ
が
、
社
会
は
法
律
だ
け

で
は
な
く
社
会
的
規
範
で
も
成
り
立
っ
て
お
り
、

道
徳
、
倫
理
な
ど
社
会
的
規
範
に
沿
っ
た
県
政
推

進
は
重
要
で
あ
る
。

QA

公
明
党

里
見 

孝
枝

さ
と 

み

た
か 

え

伊
丹
市

賃
上
げ
実
現
に
向
け
た
県
内
製
造
事
業
者

等
の
適
正
な
価
格
転
嫁
へ
の
支
援
を
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

新
た
に
推
進
員
を
配
置
し
実
態
把
握
や
課

題
分
析
を
進
め
、
専
門
家
が
伴
走
支
援
を
行
う
相

談
体
制
を
拡
充
す
る
。
価
格
転
嫁
の
重
要
性
や
交

渉
に
向
け
た
コ
ス
ト
計
算
・
価
格
設
定
へ
の
企
業

支
援
を
強
化
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

松
本 

裕
一

ま
つ
も
と
ゆ
う
い
ち

加
古
川
市

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
施
策
全
体
を
今
後
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
者
：
産
業
労
働
部
長
】

伸
び
し
ろ
が
大
き
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

県
が
認
定
し
集
中
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
も
の
づ

く
り
分
野
で
活
躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出

を
図
る
な
ど
、
特
色
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

施
策
を
展
開
す
る
。

QA

維
新
の
会

な
か
い 

隆
晃

た
か
あ
き

神
戸
市
長
田
区

県
立
総
合
衛
生
学
院
と
兵
庫
県
立
大
学
、

兵
庫
教
育
大
学
の
三
者
連
携
の
進
め
方
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

三
者
の
連
携
と
し
て
は
、
各
学
校
の
専
門

性
を
活
か
し
た
教
員
の
相
互
活
用
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
兵
庫
教
育
大
学
か

ら
は
、 

I
T
化
技
術
支
援
の
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

QA

自
由
民
主
党

内
藤 

兵
衛

な
い
と
う
ひ
ょ
う
え

西
脇
市
及
び
多
可
郡

兵
庫
県
に
お
い
て
大
学
授
業
料
無
償
化
に

取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

兵
庫
の
若
者
が
、
安
心
し
て
希
望
す
る
教

育
を
受
け
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
先
駆
的
に

実
施
す
る
も
の
。
日
本
の
子
供
た
ち
が
夢
を
持
ち
、

安
心
し
て
将
来
を
描
け
る
道
筋
を
兵
庫
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

QA

維
新
の
会

長
崎 

寛
親 

な
が
さ
き
ひ
ろ
ち
か

神
戸
市
兵
庫
区

維
新
の
会

青
山 

暁 

あ
お
や
ま 

さ
と
る

芦
屋
市

白
バ
イ
乗
務
員
の
技
術
を
活
か
し
た
県
下

の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
ど
う
進
め
る
か
。

【
答
弁
者
：
警
察
本
部
長
】

白
バ
イ
の
高
い
機
動
力
を
生
か
し
た
速
度

取
締
り
や
暴
走
族
関
連
違
反
の
取
締
り
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
、

白
バ
イ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
啓
発
も
行
っ

て
い
る
。

QA
終
活
最
先
端
県
を
目
指
し
て
「
人
生
会
議

（
A
C
P
）」
の
推
進
に
向
け
た
取
組
は
。

【
答
弁
者
：
保
健
医
療
部
長
】

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研
修
会
開
催
、「
在
宅
看

取
り
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
全
県
展
開
を
支
援
。

自
分
ら
し
い
最
後
を
迎
え
る
た
め
「
人
生
会
議
」

の
一
層
の
普
及
に
向
け
、
市
町
や
医
師
会
等
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

QA

公
明
党

島
山 

清
史

し
ま
や
ま
き
よ
ふ
み

神
戸
市
須
磨
区

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
経
済
的
支
援
の
新

制
度
に
神
戸
市
も
対
象
と
す
べ
き
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

神
戸
市
へ
は
義
務
教
育
に
係
る
全
て
の
権

限
が
移
譲
さ
れ
て
い
る
。
市
の
権
限
で
地
域
の
特

色
や
課
題
に
応
じ
た
教
育
施
策
が
展
開
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
お
り
、
市
に
お
い
て
事
業
化
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

長
瀬 

た
け
し

な
が 

せ

神
戸
市
東
灘
区

花
粉
症
対
策
の
観
点
か
ら
都
市
部
住
民
の

森
林
管
理
へ
の
理
解
を
求
め
る
べ
き
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
を
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
都
市
部
住
民

に
も
身
近
な
森
林
機
能
に
着
目
し
、
当
事
者
意
識

の
醸
成
を
図
る
。
神
戸
市
か
ら
の
要
望
等
も
踏
ま

え
対
応
し
て
い
く
。

QA

自
由
民
主
党

大
豊 

康
臣

お
お
と
よ
や
す
た
か

加
西
市

ひ
ょ
う
ご
T
E
C
H
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
市
町
等
へ
の
横
展
開
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

県
内
で
の
横
展
開
は
も
と
よ
り
、
全
国
の

自
治
体
や
民
間
事
業
者
に
も
拡
げ
る
た
め
、
県
外

展
示
会
で
の
P
R
や
民
間
事
業
者
へ
の
ピ
ッ
チ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、
広
く
公
共
や
民
間
で

の
活
用
を
後
押
し
す
る
。

QA

自
由
民
主
党

長
岡 

壯
壽

な
が
お
か
そ
う
じ
ゅ

赤
穂
市
、赤
穂
郡
及
び
佐
用
郡

光
都
強
度
行
動
障
害
対
応
モ
デ
ル
地
区
の

現
状
と
今
後
の
進
捗
見
込
み
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

西
播
磨
地
域
に
お
け
る
強
度
行
動
障
害
へ

の
支
援
体
制
構
築
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
専
門
家

等
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
地
元
市
町
や
当
事

者
団
体
等
と
の
合
意
形
成
も
し
っ
か
り
得
な
が
ら

着
実
に
進
め
て
い
く
。

QA

日
本
共
産
党

庄
本 

え
つ
こ

し
ょ
う
も
と

尼
崎
市

告
発
文
書
の
初
動
対
応
を
誤
り
と
認
め
、

会
見
の
発
言
と
処
分
の
撤
回
を
求
め
る
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

文
書
は
事
実
と
異
な
り
、
個
人
・
企
業
名

も
多
数
含
ま
れ
、
多
方
面
に
著
し
い
不
利
益
を
及

ぼ
す
と
認
識
し
た
。
会
見
で
の
強
い
表
現
は
反
省

し
て
い
る
が
、
初
動
か
ら
懲
戒
処
分
に
至
る
一
連

の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
。

QA

自
由
民
主
党

前
井 

ま
き

ま
え 

い

宍
粟
市

新
た
な
森
林
管
理
に
向
け
た
兵
庫
県
森
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
役
割
と
は
。

【
答
弁
者
：
農
林
水
産
部
長
】

同
セ
ン
タ
ー
は
県
と
農
林
機
構
の
協
力
体

制
の
も
と
、
分
収
林
地
を
含
む
県
内
森
林
の
新
た

な
管
理
ス
キ
ー
ム
の
中
核
を
担
う
。
市
町
や
森
林

所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
森
林
経
営
管
理
や
森

林
整
備
等
を
進
め
る
想
定
。

QA

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

中
田 

英
一

な
か 

た

え
い
い
ち

三
田
市

選
挙
や
政
治
活
動
に
関
連
す
る
虚
偽
情
報

に
つ
い
て
の
現
状
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
者
：
警
察
本
部
長
】

デ
マ
や
誹
謗
中
傷
に
つ
い
て
は
、
社
会
全

体
で
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
県
警
察
と
し
て
も
、
県
議
会
や

県
民
か
ら
の
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
。

QA

維
新
の
会

脇
田 

の
り
か
ず

わ
き 

た
西
宮
市

教
員
の
不
祥
事
は
非
常
に
問
題
で
あ
る
。

根
絶
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
者
：
教
育
長
】

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
独
自
の
研
修

資
料
の
も
と
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
新

た
に
全
県
の
臨
時
講
師
約
4
0
0
0
人
を
対
象
と

し
た
研
修
を
県
下
8
会
場
で
実
施
し
た
。
今
後
も

非
違
行
為
の
根
絶
に
向
け
取
り
組
む
。

QA

公
明
党

松
尾 

智
美

ま
つ 

お

と
も 

み

姫
路
市

家
庭
廃
食
油
の
S
A
F
へ
の
活
用
に
向
け

た
資
源
循
環
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
環
境
部
長
】

来
年
度
、
ま
ず
は
空
港
周
辺
自
治
体
、
小

売
店
等
と
連
携
し
廃
食
油
の
店
頭
回
収
実
証
実
験

を
行
い
回
収
方
法
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
実
情

に
応
じ
た
廃
食
油
の
回
収
シ
ス
テ
ム
へ
向
け
市
町

へ
支
援
を
行
う
。

QA
昨年3月22日に設置以来、13回にわたり県政改革
に関する調査・検討を行い、その結果を取りまとめた
報告書を委員長から議長へ提出しました。

2月4日県政改革調査特別委員会調査報告書の提出

昨年6月13日に設置以来、18回にわたり元県民局
長作成の文書の真偽と公益通報者保護に関する調査を
行い、その結果を取りまとめた報告書を委員長から議
長に提出するとともに、議会での了承を得ました。

3月4日文書問題調査特別委員会調査報告書の提出

●松尾智美 議員
【SAF】持続可能な航空燃料
●青山暁 議員
【人生会議（ACP）】もしものときのために、自らが望む医療やケ
アについて前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取組
【在宅看取り医療連携システム】地域の医療関係者等が患者の
ACP等に関する情報を共有できるシステム
●大豊康臣 議員
【ひょうごTECHイノベーション】県内にある様々な課題を官・民
が手を取り合って解決を目指す
【ピッチイベント】主にベンチャー企業が自社の魅力や将来性に
ついて投資家に売り込み、資金を獲得することを目的とする催し

一般質問用語解説

質問日：2月26日

質問日：3月3日 質問日：3月3日 質問日：3月3日 質問日：2月28日

質問日：2月28日 質問日：2月27日 質問日：2月27日 質問日：2月26日

質問日：2月28日 質問日：2月27日 質問日：2月26日

質問日：3月3日 質問日：3月3日 質問日：2月28日 質問日：2月28日 質問日：2月27日 質問日：2月27日 質問日：2月26日

質問日：2月26日

※

※

※

※

※

305293_kgd_u

25.020501伊藤→031101緋田→031102緋田→031201緋田→031701緋田→031801緋田→032801伊藤→040901緋田→



令和6年度2月補正予算を議決（3月5日）
国の経済対策補正による重点支援地方交付金を活用した取組をはじめ、年間を通じた事業実績の確定や見込み等を踏まえた精算補正
予算（△280億円）のほか、県政改革推進の取組（県立大学授業料等無償化基金（仮称）の創設、県債管理基金の積み戻し、企業庁
進度調整地を県有環境林として取得）を実現するための補正予算（694億円）を議決しました。

令和7年度当初予算を議決（3月24日）
創造的復興の経験と教訓を生かし、どこよりも安全安心
で、夢や活力にあふれ、新たな躍動が広がる兵庫の実現を
めざすための予算（総額4兆5,150億円）を議決しました。

ひょうご県議会だより 2025（令和7）年 春号 No.1451
あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ
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県議会
だより

議会広報PRキャラクター

「兵議博士」
ひょう ぎ はか せ

誰もが輝く未来につなぐ！
議場コンサートの開催

ひょうご

※その他の概要は
　４面に記載

 新たな躍動が広がる兵庫
 次のステージへ

～令和7年度予算編成の重点～

● 誰も取り残さない安全安心な兵庫
● 若者が輝く兵庫
● 活力がわきあがる兵庫
● 県政運営基盤の構築

● 条例、予算及びその他議決案件（計118件）
＜議員提出議案＞
◆ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例　他

＜知事提出議案＞
◆ 令和7年度兵庫県一般会計予算
◆ 令和6年度兵庫県一般会計補正予算
◆ 県立大学授業料等無償化基金条例
◆ 兵庫県県政改革方針の変更　他

●意見書（計9件）
◆ 過労死等防止対策推進法の見直しを求める意見書
◆ 再生資源物の屋外保管に係る法整備を求める意見書
◆ 学校へのスクールカウンセラー等の配置拡充を求める意見書

◆ 災害ボランティア活動に係る支援制度の充実を求める意見書
◆ 「授産品」の用語を使用しないことを求める意見書
◆ 若者の政治参加を促進する方策の更なる検討を求める意見書
◆ 警察学校における老朽化した施設の整備や空調設備設置の加速化を
求める意見書

◆ 阪神・淡路大震災30年の取組を踏まえた大規模災害対策の更なる充
実を求める意見書

◆ 旧姓の通称使用の法制化・選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求
める意見書

● 請願（計2件）
◆ 旧姓の通称使用の法制化を求める意見書提出の件
◆ 過労死等防止対策推進法の見直しを求める意見書提出の件

兵庫県議会では、若い世代に県議会を身近に感じてもらうため、兵
庫県議会HP内に「ひょうご県議会だより高校生WEB版」を開設し
ています。
公募による高校生が独自の視点と着想で県議会や議員を取材し、オ
リジナリティあふれるコンテンツを発信中！
あなたも日頃感じている何気ない疑問を議員にぶつけて、あなたら
しいコンテンツを制作してみませんか？

今回の議会で定められたこと

県議会ニュース

総額４兆5,150億円
（対前年比105％）

令和７年度 当初予算 一般会計 ２兆3,582億円
特別会計 １兆7,953億円
公営企業会計 3,615億円

「ひょうご県議会だより高校生WEB版」
高校生記者募集！

募集の詳細
はこちらから

ひょうご県議会だより
高校生WEB版
はこちらから

２月定例県議会の概要 2月18日～3月26日第370回

2月定例県議会 ２月18日～３月26日

２月18日

第370回

常任委員会と県民との意見交換会
県議会では、地域において様々な活動を展開している県民の方々と
意見交換を行うことにより、常任委員会の審議や調査研究活動に反
映していくため、「常任委員会と県民との意見交換会」を実施して
います。

第370回2月定例県議会の開会に先立ち、兵庫芸術文化センター管弦
楽団による「議場コンサート」が開催されました。（1面写真参照）
レジデント・コンダクターの岩村　力さん指揮の下、モーツァルト
作曲「ディヴェルティメント 二長調 K.136 第1楽章」をはじめ4曲
が演奏され、最後は傍聴者の皆さんと「ふるさと」を斉唱し、素敵
なひとときを過ごしました。

歳入
（一般会計）
23,582億円

県税等
9,982

地方
交付税等
3,548

国庫支出金
1,830

県債
1,305

中小企業制度資金
貸付金償還金
5,036

その他
1,881

歳出
（一般会計）
23,582億円

人件費
4,630

社会保障
関係経費
3,908

中小企業制度
資金貸付金
5,036

その他
行政経費
2,122

投資的経費
1,983

公債費
2,777

その他
3,126

※詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。兵庫県 令和7年度当初予算 検索

議場コンサートの開催

総務
常任委員会

＜令和6年度実施状況＞
とき・場所委員会 参加者 内容

市役所と連携した防
災士活動の取組

かわにし防災士の会
役員等

健康福祉
常任委員会

認知症の人の社会参
画推進活動等

特定非営利活動法人
播磨オレンジパート
ナー職員、関係者等

産業労働
常任委員会

県内企業における戦
略的な投資

株式会社KAJIWARA
役員等

農政環境
常任委員会

地域特性を生かした
持続可能な水産業の
振興

赤穂市漁業協同組合
若手漁業者等

建設
常任委員会

土木インフラ整備・
維持管理等における
DXの推進

兵庫県建設業協会
淡路支部役員等

文教
常任委員会

スーパーサイエンス
ハイスクール（SSH）
指定校としての取組等

県立豊岡高等学校
生徒

警察
常任委員会

兵庫県警察防災学生
ボランティアの活動
実績

兵庫県警察防災学生
ボランティア等

1月22日
（川西市）

1月30日
（たつの市）

2月6日
（姫路市）

1月24日
（赤穂市）

1月30日
（洲本市）

1月23日
（豊岡市）

1月29日
（神戸市）

（億円） （億円）

305293_kgd_o 305293_kgd_o


